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地方創生に向け
重点的に取り組む予算編成

令和７年度一般会計予算

入浴等施設建設予定地
（スポーツセンター東側）

ここに注目！ 重点となる４本柱

　「地方創生2.0の基本的な考え方」を受け、「若者・女性に選ばれる地域づくり」「誰もが安心し
て住み続けられるふるさとづくり」を念頭に取り組む。

〇温泉を活用した健康まちづくり事業の実現　
　（１億775万円）
　温泉を活用した健康まちづくり事業基本計画を踏まえ、世界屈指
のラドン温泉を活用した町民の健康増進を図る。温泉効果等の知識
普及や町民等の運動・スポーツ習慣化促進事業を継続して進めてい
きながら、町民が気軽に利用できる入浴等施設などの整備に向けて
手続きを進めていく。

〇旧三朝小学校を活用した新しい拠点づくり（1,070万円）
　旧三朝小学校校舎利活用基本構想をもとに、人々が交流し活動するまちづくりの拠点として整備
をする。旧校舎の１階部分は、先行して学童クラブが利用しているが、令和７年度から地域活動の場
として利用しつつ、今後の旧校舎全体の利活用に向けて、基本設計や環境整備を進めていく。

〇急速に進化するデジタル・新技術の活用（4,949万円）
　デジタル技術を活用した行政運営の効率化・地域の課題解決に向け、情報システムを充実させ、
町民の利便性の向上に資する。また、外部のＤＸ専門人材を活用し、行政サービスの更なる向上を目
指す。

〇日本遺産三徳山・三朝温泉を前面に出した観光戦略　
　（1,870万円）
　日本遺産重点支援地域に認定されたことを受け、更なる誘客促進に向けて、
情報発信、文化観光イベントを実施し、日本遺産の活用促進や保存活動を支援
し、町全体の観光振興・地域振興を図る。

日本遺産
「三徳山 三朝温泉」

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）４月　○2
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自主財源

町税 70,054
使用料及び手数料 19,481
繰入金 67,508
その他 31,213

依存財源

町債 31,710
地方交付税 242,000
国庫支出金 46,231
県支出金 57,264
その他 25,539
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区分 歳出内訳 （万円）

義務的経費
人件費 111,464
扶助費 69,962
公債費 65,169

投資的経費 普通建設事業費 49,936

任意的経費

物件費 104,373
維持補修費 9,091
補助費等 100,843
繰出金 26,161
投資及び出資金 17,349
その他 36,652

当初予算　59億1,000万円　当初予算は前年比12.1％減

あなたの声が

町政の力になる!!

選挙期日が決定！！
　三朝町長及び三朝町議会議員の任期満了を迎えることに伴い、三朝町選挙管理委員会が令和
７年２月28日に開催され、次のように選挙の期日が決まりました。

【三朝町議会議員一般選挙及び三朝町長選挙】
選挙期日の告示：令和７年 10月 21日（火）
選 挙 の 期 日：令和７年 10月 26日（日）

3○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
３
月
定
例
会
・
一
般
会
計
予
算
を
可
決
」



令和７年度 一般会計予算を可決
一般会計予算審査特別委員会報告

　３月17日に一般会計予算審査特別委員会（能見貞明委員長ほか委員４名）を開催。令和７年
度一般会計予算で各常任委員会において審査した内容のうち、特に気になる事業について細かく
審査しました。その結果、すべてを原案どおり可決すべきと決定しました。

防 災 公 園　10万円
子ども公園　10万円

意見
　防災公園と子ども公園には共通する場所が
あると思われる。目的・機能など考慮し、相
互に連携・協議しながら一体的整備を考える
べきでは。

回答
（危機管理局）
　防災公園は、大規模災害時に避難場所、平
時には誰でも使える公園・広場として利用で
きるよう検討している。子ども公園とは目的
が異なるので、一体的な整備は難しいが、相
互連携できる部分は共有し計画策定につなげ
たい。

（町民課）
　公園としての大きな目的が違っている。機
能・設備等の協力できる部分はあるので、情
報共有しながら進めたい。子ども公園は、温
泉を活用した健康まちづくりの入浴等施設と
同じ敷地にすることも提案している。

情報化対策費ＤＸ推進事業
4,949万円

意見
　システムの維持管理に莫大な経費がかかって
いる。担当課が個々に導入を進めるのではなく、
ＤＸ担当部署が全体を把握し、連携できる体制
が必要と思われる。

回答
　各課がシステムを導入する際には、ＤＸ担当
と協議・相談を行っているが、全体の経費に関
しては把握できていない。現在、システム経費
の実態把握を進めている。県の「ＤＸ専門人材
派遣事業」を活用し、庁内で連携できる体制づ
くりを進めたい。

三朝温泉活用健康プロジェクト事業
9,200万円

意見
　アプリケーションはどのような内容・仕組みの
ものを開発しようと考えているのか。

回答
　三朝温泉病院、高齢者総合医療センターと連
携し、具体的な健康プログラムの作成に取り組
む。そのプログラムを実践するために、ウェア
ラブル端末を身に着け、運動・睡眠等の体の状
態を数値で把握する機能を持たせ、健康を管理
するアプリを開発していきたい。

温泉運動浴

意見
　少子化への対応は町の大きな課題である。各
部署（児童福祉・母子保健・教育）で取り組ん
でいるが、町として全体をまとめた計画・調整が
必要では。

回答
　総合計画を第１とし、地方創生総合戦略、子
ども計画といった様々な子育てに関わる計画が
あり、それらを総括した計画もある。各課との
連携・調整は、各事業の進捗管理や予算編成時
の協議等を通じて行っている。

乳児期子育て応援事業　39万円
妊婦のための支給給付事業　200万円
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水田農業サポート事業
600万円

意見
　グリーンサービスでは現在、牧草生産が主体と
なっている。米作りが減少している中、牧草より
米作りに重点を置いては。ライスセンターの使用
も減少し、将来的にライスセンターの運営も困難
になるのでは。

回答
　グリーンサービスとしては、安定した収入が
見込める飼料作物の割合を増やし、経営の健全
化を目指している。ライスセンターは、ＪＡも
概算金を高くし、生産者に全量出荷を呼びかけ
ている。

現年発生災害復旧事業費
7,663万円

意見
　過年度の災害により、被害を受けた町道等で
未対応、確認漏れがあるが対応はどうするのか。

回答
（建設水道課）
　確認漏れなどによって未対応の箇所がある場
合、再度現地調査を行い、その規模等に併せて
対応していきたい。

（農林課）
　建設水道課と連携を取って進捗状況の把握、
実施できない部分は早期での周知徹底を心がけ
たい。

特産品振興事業
185万円

意見
　具体的な取組が分かりにくい。成果が出てい
るのは三朝神倉大豆だけで、支援制度があって
も所得向上につながっていないのが現状。生産
者が増えるような、かさ上げ補助・支援が必要
では。

回答
　農業再生協議会で神倉大豆を重要品目とし、
水田の直接支払交付金での戦略作物助成や産地
交付金を高くしている。普及所・ＪＡとの連携で、
負担軽減につながる生産手法等を探りながら底
上げの支援をしていきたい。

中山間地域等直接支払交付金事業
6,582万円

意見
　中山間地域直接支払協定の見直しの年である。
農家負担を軽減し、多くの集落の取組を進めるた
め、加算事業（スマート農業加算など）等の説明
を積極的に行うべきでは。

回答
　昨年11月、新制度の概要について説明会を
行った。現時点では国からの要綱等が届いてい
ない状況にある。要綱が判明したうえで説明会
を行い、集落要望があれば個別での説明も考え
ている。

災害時における支え愛
地域づくり推進事業

10万円
意見

　支え愛マップづくりは社会福祉協議会が行っ
ているが、危機管理局・福祉課の立場での考え
方は。三者での共通理解はなされているか。

回答
（危機管理局）
　防災と福祉の連携という認識である。声かけ
が必要な方、支援ができる方を記載して情報共
有するもので、危険が伴う状況下での避難指導
等を求めているものではない。

（福祉課）
　災害時・緊急時に役立つもので、見守り活動、
困りごとといった日頃の支え合い活動につなが
るものと捉えている。三者が共通理解のもと事
業を進めているという認識である。

支え愛マップづくり

5○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
査
」



常
任
委
員
会

で
慎
重
審
査

委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑

総
務
教
育
常
任
委
員
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況

現
在
の
保
有
率
は
ど
の
程
度
に
な
っ
て
い

る
の
か
。ま
た
、役
場
窓
口
だ
け
で
な
く
施

設
な
ど
に
行
く
な
ど
し
て
普
及
拡
大
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
年
１
月
末
現
在
で
80
％
に
な
っ
て
い

る
。昨
年
11
月
に
は
町
外
の
福
祉
施
設
に

出
向
き
申
請
受
付
を
行
っ
た
。今
後
も
町

内
外
問
わ
ず
福
祉
施
設
等
に
声
掛
け
し
な

が
ら
出
張
申
請
を
受
付
け
て
い
き
た
い
。

旧
三
朝
小
学
校
校
舎
を
ま
ち
づ
く
り
拠
点

施
設
と
し
て
利
活
用
す
る
計
画
で
あ
る

が
、令
和
７
年
度
予
算
の
中
に
外
壁
を
綺

麗
に
し
た
り
、内
装
整
備
す
る
よ
う
な
予

算
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

小
学
校
跡
地
活
用
事
業

主
に
基
本
設
計
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

１
階
か
ら
３
階
ま
で
一
斉
に
フ
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、年
次
計

画
を
も
っ
て
必
要
が
あ
れ
ば
施
設
整
備
を

進
め
た
い
。

三
朝
町
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

本
町
が
単
独
町
政
を
選
択
し
て
以
来
「
自

立
に
向
け
た
行
動
計
画
」に
基
づ
い
て
活

動
し
て
き
た
が
、こ
れ
と
の
関
係
は
ど
う

な
の
か
。

旧三朝小学校校舎

社
会
情
勢
、経
済
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

て
お
り
自
立
に
向
け
た
行
動
計
画
は
一
定

の
役
割
を
終
え
た
と
考
え
て
い
る
。４
月
か

ら
今
後
５
年
間
の
行
政
運
営
の
指
針
と
し

て
新
た
な
行
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
も
の
。

防
犯
機
器
購
入
補
助
金

県
が
実
施
し
て
い
る
事
業
と
同
じ
も
の

か
。ま
た
、対
象
者
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

令
和
７
年
度
か
ら
申
請
先
が
町
に
な
る
。

対
象
者
は
、世
帯
の
中
に
60
歳
以
上
の
方

が
い
れ
ば
良
い
が
、既
に
県
事
業
の
補
助

金
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
る
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

事
業国

の
事
業
を
活
用
し
て
空
き
家
対
策
と
移

住
分
野
に
特
化
し
た
人
材
を
配
置
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、ど
の
よ
う
な
人
材
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

事
業
に
精
通
し
、町
内
の
関
係
団
体
等
と

も
人
脈
が
あ
る
方
を
求
め
て
い
る
。地
域

お
こ
し
協
力
隊O

Ｂ
も
候
補
の
一
人
と
し

て
考
え
て
い
る
。

名
勝
史
跡
等
総
合
活
用
整
備
事
業

遥
拝
所
か
ら
投
入
堂
の
眺
め
を
良
く
す

る
た
め
に
支
障
木
を
伐
採
す
る
も
の
だ

が
、土
地
所
有
者
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

ま
た
風
景
に
な
じ
む
伐
採
方
法
を
考
え

て
い
る
の
か
。

土
地
は
町
有
地
で
あ
る
。支
障
木
の
切
り

方
に
つ
い
て
は
、木
の
上
部
だ
け
を
切
る

芯
切
工
法
と
な
る
が
、一
部
標
高
の
低
い

部
分
は
根
本
か
ら
の
伐
採
を
予
定
し
て

い
る
。

投入堂遥拝所から眺める風景
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産
業
民
生
常
任
委
員
会

新
源
泉
調
査
業
務

源
泉
の
調
査
は
、入
浴
等
施
設
を
作
る
の

に
、湯
量
が
足
り
て
い
な
い
の
で
新
し
い
源

泉
を
探
す
た
め
に
行
う
の
か
。

使
っ
て
い
な
い
源
泉
も
あ
り
、湯
量
は
、充

分
あ
る
が
、今
使
っ
て
い
る
源
泉
が
出
な

く
な
っ
た
り
、詰
ま
っ
た
り
す
る
と
、旅
館

に
配
湯
し
て
い
る
温
泉
が
不
足
し
て
し
ま

う
た
め
、事
前
に
新
し
い
源
泉
の
候
補
地

を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
朝
米
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
加

工
品加

工
品
開
発
は
ど
こ
に
依
頼
し
て
試
作
し

て
い
る
の
か
。

給
食
で
提
供
し
て
い
る
チ
ュ
ロ
ス
、米
粉

で
作
る
麺
の
加
工
品
を
作
っ
て
き
た
実
績

を
踏
ま
え
、特
選
三
朝
米
ブ
ラ
ン
ド
協
議

会
が
、加
工
品
開
発
の
試
作
を
行
う
。

町
災
害
復
旧
工
事

災
害
復
旧
の
工
期
が
決
ま
っ
て
い
る
の

に
、着
工
し
て
い
な
い
場
所
が
あ
る
が
、担

当
課
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

進
捗
状
況
の
管
理
を
含
め
、遅
延
の
詳
細

な
理
由
を
、業
者
と
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

工
事
業
者
不
足
、人
手
不
足
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

工
事
業
者
、人
手
不
足
は
慢
性
的
に
続
い

て
い
る
。工
事
件
数
が
多
い
た
め
、業
者
に

発
注
す
る
段
階
で
、あ
る
程
度
、長
い
工
期

の
中
で
や
り
く
り
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、施
工
の
仕
方
を
考
え
て
い
た
が
、人
手

不
足
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

災害復旧工事（曹原寺）

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
と
、そ
れ
に
か

か
る
経
費
は
。

令
和
６
年
度(

令
和
７
年
２
月
末
現
在)

の

寄
附
額
は
１
億
２
６
６
０
万
円
。返
礼
品
、

事
務
費
な
ど
を
含
む
経
費
は
、寄
附
額
の

半
分
の
６
３
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

三
朝
温
泉
街
の
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

街
灯
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は

１
０
０
基
程
度
あ
る
が
、補
助
金
は
あ
る

の
か
。

今
の
電
球
は
製
造
中
止
に
な
り
、な
く
な

れ
ば
電
球
自
体
、手
に
入
ら
な
く
な
る
。今

回
の
財
源
は
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
を
９

割
充
て
て
い
る
。

ふるさと納税パンフレット

子
ど
も
公
園
構
想

危
機
管
理
局
が
検
討
し
て
い
る
防
災
公
園

と
子
ど
も
公
園
に
は
共
通
す
る
所
が
あ
る

と
思
う
が
。

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、連
携
を
図
り
進

め
て
い
く
。

健
康
む
ら
を
有
効
活
用
で
き
な
い
の
か
。

健
康
む
ら
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し

て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。同
施
設
内
の
子

ど
も
広
場
は
水
は
け
が
良
く
な
い
こ
と
も

あ
り
遊
具
を
置
い
て
管
理
す
る
に
は
課
題

が
あ
る
。飲
食
ス
ペ
ー
ス
や
温
泉
な
ど
、子

育
て
世
代
の
求
め
る
公
園
像
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
構
想
を
し
て
い
る
。状

況
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

7○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」
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一般質問
一般質問は、議員の日常
活動と調査研究、住民の
声や自身の考え方をもと
に、町長や教育長などの
方針を問うものです。

あなたの声を
町政に

三朝町は、執行部答弁を除き 1人 20分以内の制限
時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますので、

臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。

ページ 質　　問　　事　　項 質問議員

９ １　三朝神倉大豆の振興について
２　地方創生2.0の取組みに向けて 小椋　泰志

10 １　鳥獣被害の対策強化について
２　大阪・関西万博の見学支援について 松原　成利

11 １　埼玉県の下水道事故をわが町の教訓に
２　日本遺産の再認定について 山口　　博

12 １　小中学校でのフッ化物洗口と町民のむし歯予防 吉村美穂子

※‌�ケーブルテレビでは、一般質問後の最初の日曜日に、録画放送を行っています。
　（10：00 ～、18：00 ～）

４人の議員が一般質問をおこないました。

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）４月　○



三
朝
温
泉
の
お
土
産
と
し

て
大
豆
商
品
の
開
発
を

小
椋

　

イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
含
有
量
が
一
般

大
豆
の
約
２
倍
多
い
と
さ
れ
る
町

特
産
の
三
朝
神
倉
大
豆
の
消
費
拡

大
の
た
め
、三
朝
温
泉
の
宿
泊
観

光
客
の
お
土
産
と
し
て
大
豆
の
素

材
を
生
か
し
た
新
た
な
定
番
商
品

を
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　

豆
腐
や
納
豆
と
い
っ
た
神
シ

リ
ー
ズ
製
品
に
加
え
、
最
近
で
は

味
噌
の
海
外
進
出
や
菓
子
メ
ー

カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
で
る
な

ど
販
路
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
旅
館
に
も
商
品
と
し
て

置
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
工
夫
を
す
る
な
ど
、
お

土
産
を
製
造
す
る
民
間
企
業
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
付
加
価
値

の
高
い
商
品
開
発
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

大
豆
の
生
産
拡
大
の
た
め

の
支
援
策
が
必
要
で
は

小
椋

　
作
付
面
積
や
生
産
農
家
も
近
年

は
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

一
層
の
生
産
拡
大
を
目
指
す
た
め

に
は
何
ら
か
の
支
援
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長

　

こ
れ
ま
で
も
産
地
交
付
金
の

中
で
三
朝
神
倉
大
豆
は
優
遇
し

て
単
価
を
設
定
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
安
定
し
て
収
量
を
確
保
す

る
こ
と
も
大
切
な
の
で
、
除
草

対
策
と
し
て
の
助
成
事
業
も
継

続
し
て
い
く
。

品
質
向
上
に
向
け
て
指
導

助
言
体
制
の
充
実
を

小
椋

　
連
作
障
害
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の

雑
草
に
よ
り
品
質
低
下
を
招
い
て

い
る
。品
質
向
上
に
向
け
て
Ｊ
Ａ

や
普
及
所
の
指
導
助
言
体
制
の
一

層
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　

Ｊ
Ａ
や
普
及
所
の
栽
培
指
導

や
助
言
は
不
可
欠
で
あ
る
。
引

き
続
き
生
産
体
制
の
強
化
支
援

を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
資
源
で
あ
る
温
泉
と

観
光
を
生
か
し
た
地
域
活

性
化
を

小
椋

　
地
方
創
生
２・０
の
取
組
み
と
し

て
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
た

高
付
加
価
値
型
の
産
業
、事
業
の

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ま

で
の
温
泉
街
の
振
興
や
観
光
客
誘

致
な
ど
に
加
え
、計
画
さ
れ
て
い
る

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
入
浴
等
施
設
を
き
っ
か

け
に
新
し
い
健
康
関
連
事
業
を
生

み
出
せ
な
い
か
。

町
長

　
温
泉
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
は

医
療
・
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

並
び
に
休
養
・
娯
楽
と
い
っ
た
分

野
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
て
磨
き
あ

げ
て
い
き
た
い
。
関
係
者
と
議
論

を
重
ね
な
が
ら
三
朝
町
の
新
し
い

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
温
泉
を
活
用

し
た
健
康
づ
く
り
を
提
案
し
て
い

き
た
い
。

中
部
環
状
道
路
整
備
構
想

の
推
進

小
椋

　
本
町
を
含
め
た
中
部
圏
域
に
環

状
道
路
を
整
備
す
る
構
想
が
あ

る
。人
の
交
流
や
物
流
効
率
の
向

上
、企
業
立
地
の
促
進
な
ど
地
域

経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

中
部
の
市
町
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

町
長

　
中
部
の
議
員
連
盟
で
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

中
部
の
首
長
も
そ
う
い
っ
た
認
識

を
も
っ
て
い
る
の
で
一
緒
に
な
っ

て
進
め
努
力
し
て
い
き
た
い
。

特
産
品 答  生産拡大、品質向上、商品化・販売促進に努めていく

問 �三朝神倉大豆の振興について

小椋　泰志 議員

三朝神倉大豆を使った商品

答 �

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く

問 �

地
方
創
生
２・
０
の
取
組
み

で
地
域
資
源
の
活
用
を

地方創生

9○　
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鳥
獣
被
害
の
対
策
強
化
検

討
を

松
原

　

近
年
の
鳥
獣
被
害
は
重
症
化

の
様
子
で
、如
何
に
進
入
を
防
ぐ

か
、対
策
強
化
を
改
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

町
長

　

令
和
６
年
捕
獲
頭
数
は
猪

７
０
６
頭
で
横
ば
い
、
鹿
は

２
０
４
頭
か
ら
１
３
２
２
頭
に

激
増
し
農
作
物
以
外
に
施
設
被

害
も
多
発
。
生
産
者
の
意
欲
減

退
も
大
き
く
、
侵
入
防
止
や
個

体
数
を
減
ら
す
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

補
修
・
強
化
の
支
援
要
件

緩
和
を

松
原

　

老
朽
化
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
や
電
気
柵
等
は
、補
修
・
強

化
に
係
る
経
費
支
援
の
要
件
緩

和
で
防
護
力
を
強
化
す
べ
き
。

町
長

　

補
助
率
２
分
の
１
で
集
落
か

ら
の
修
繕
要
望
の
ほ
と
ん
ど
に

対
応
し
て
い
る
。
経
済
面
や
困

り
ご
と
を
確
認
し
つ
つ
補
助
要

件
を
考
え
た
い
。

講
習
会
や
現
地
学
習
で
即

戦
力
体
制
を

松
原

　

防
護
柵
等
の
設
置
や
補
修
に

関
す
る
講
習
会
・
講
演
会
や
現

地
学
習
会
を
増
や
し
、よ
り
身

に
着
き
即
戦
力
と
な
る
体
制
整

備
を
行
う
べ
き
。

町
長

　

学
習
機
会
は
大
事
で
、
町
や

関
係
機
関
の
講
習
会
案
内
を
一
層

提
供
し
た
い
。
県
の
研
修
会
に
は

３
集
落
の
参
加
が
あ
っ
た
。

松
原

　

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
に
お
い

て
は
、必
要
な
箇
所
に
必
要
な
対

応
が
取
れ
る
よ
う
国
や
県
か
ら

の
情
報
収
集
と
周
知
に
今
ま
で

以
上
に
努
め
る
べ
き
。

町
長

　

毎
年
８
月
に
次
年
度
の
設
置

要
望
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

が
、
随
時
相
談
受
付
と
国
県
の

紹
介
等
、
機
会
を
逃
さ
ず
集
落

と
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
み

た
い
。

各
種
情
報
や
見
学
プ
ラ
ン

等
の
提
供
を

松
原

　

４
月
13
日
か
ら
半
年
間
開
催

さ
れ
る
大
阪
・関
西
万
博
は
過
去

の
考
え
方
と
異
な
り
、原
則
は
公

共
交
通
機
関
の
利
用
、周
辺
に
駐

車
場
は
な
い
と
の
こ
と
で
、旅
行

会
社
の
ツ
ア
ー
広
告
等
が
あ
る

が
山
陰
方
面
か
ら
の
ツ
ア
ー
の

情
報
が
少
な
い
。町
と
し
て
各
種

情
報
や
具
体
的
見
学
プ
ラ
ン
等

の
提
供
が
で
き
な
い
か
。

町
長

　

近
づ
く
に
つ
れ
て
不
便
さ
も

改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
国
県
と
連

携
し
情
報
提
供
に
努
め
る
。
中

部
１
市
４
町
も
７
月
15
日
か
ら

21
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
催
物

ス
テ
ー
ジ
を
行
う
。

高
額
に
な
る
費
用
支
援
が

で
き
な
い
か

松
原

　
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
で
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
、入
場
日

は
予
約
が
基
本
、交
通
費
も
高
額

と
な
る
が
、申
請
等
を
受
付
け
て

何
ら
か
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

町
長

　

他
に
は
な
い
未
知
の
体
験
が

潜
ん
で
い
る
万
博
と
思
う
と
入
場

料
金
は
飛
び
抜
け
高
額
と
は
い

え
ず
、
支
援
は
非
常
に
難
し
い
。

国
や
県
か
ら
の
情
報
収
集

と
周
知
を

猪が侵入し収穫できなくなった水田

鳥
獣
対
策 答  侵入防止、個体数減に連携し推進

問 �鳥獣被害の対策強化について

松原　成利 議員

答 �

情
報
提
供
に
努
め
る
が
費
用
支
援
は

難
し
い

問 �

大
阪
・
関
西
万
博
の
見
学
支

援
に
つ
い
て

町民福利

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）４月　○
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イ
ン
フ
ラ

埼
玉
県
八
潮
市
の
下
水
道

事
故
を
受
け
て
町
内
の
対

応
は

山
口

　

埼
玉
県
の
下
水
道
事
故
を
受

け
て
三
朝
町
の
下
水
道
は
大
丈

夫
か
と
感
じ
た
町
民
の
方
は
多

か
っ
た
と
思
う
。こ
の
事
故
を
受

け
て
町
内
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
が
な
さ
れ
た
か
。

町
長

　

今
回
の
埼
玉
県
の
事
故
を
受

け
て
三
朝
町
で
は
２
月
ま
で
に

主
要
な
26
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
地
上
か
ら
の
目
視
、
舗
装
面

打
音
調
査
を
実
施
し
、
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
調
査

結
果
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

三
朝
町
下
水
道
の
現
状
と

万
が
一
の
事
故
対
応
は

山
口

　

三
朝
町
の
下
水
道
の
全
体
像

と
現
在
の
維
持
状
況
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、町
民
に

知
ら
せ
て
欲
し
い
。万
が
一
の
事

故
対
応
は
。

町
長

　
三
朝
町
の
下
水
道
は
昭
和
56
年

度
か
ら
始
ま
り
、44
年
が
経
過
し
、

補
強
の
必
要
な
管
路
に
つ
い
て
は

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
。
万
が

一
の
事
故
に
対
し
て
は
埼
玉
県
の

よ
う
な
大
規
模
な
形
で
は
な
い

が
、
同
じ
よ
う
な
バ
イ
パ
ス
工
事

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

高
評
価
で
再
認
定
を
受
け

た
感
想
は

山
口

　

今
回
高
評
価
で
再
認
定
の
感

想
と
高
評
価
理
由
は
何
か
。

町
長

　

令
和
３
年
度
の
再
審
査
後
の

様
々
な
取
組
が
評
価
さ
れ
て
今

回
の
認
定
継
続
と
な
り
、
さ
ら

に
は
重
点
支
援
地
域
と
な
っ
た

こ
と
は
素
直
に
う
れ
し
く
思
う
。

高
評
価
へ
の
期
待
に
応
え
る

取
組
を
期
待

山
口

　

高
評
価
で
の
再
認
定
は
三
徳

山
・三
朝
温
泉
へ
の
期
待
値
で
も

あ
る
。こ
れ
に
応
え
る
取
組
が
重

要
で
あ
る
。

町
長

　

高
い
評
価
を
得
た
が
、
課
題

と
し
て
三
朝
温
泉
宿
泊
客
を
三

徳
山
へ
誘
導
す
る
仕
組
み
づ
く

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

遅
れ
な
ど
の
指
摘
も
受
け
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
多
様
に

対
応
を
進
め
て
い
き
、
期
待
に

応
え
た
い
。

町
内
地
域
温
度
差
の
解
消

策
と
地
域
振
興
策
は

山
口

　

日
本
遺
産
に
関
し
て
町
内
で

も
温
度
差
が
あ
る
が
、こ
れ
ら

の
解
消
策
と
地
域
振
興
策
の
取

組
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長

　

地
域
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
お

り
、
温
度
差
解
消
は
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
延
長
線
上
で
進
め
て

い
き
た
い
。
地
域
振
興
は
三
朝

町
全
体
の
目
標
で
あ
り
、
日
本

遺
産
を
含
め
、
地
域
の
食
材
、

人
材
な
ど
色
々
活
か
し
て
、
幅

広
く
関
わ
り
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答  主要下水道の緊急点検を実施

問 �町内の下水道は安全か

山口　　博 議員

答 �

指
摘
課
題
を
解
消
し
期
待
に
応
え
た
い

問 

日
本
遺
産
の
高
評
価
再
認
定
に
応
え
る
取
組
を

観　光

下水道緊急点検

○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」「
議
案
の
賛
否
」



青
少
年
か
ら
高
齢
者
の
口

腔
ケ
ア
は

吉
村

　

本
町
に
お
け
る
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
人
で
、何
で
も
噛
め
る

人
は
、国
79
・
３
％
、県
76
・
８
％

に
対
し
74
・
５
％
。80
歳
で
20
本

以
上
の
歯
の
あ
る
人
は
、国
51
・

６
％
、県
50
・
５
％
に
対
し
36
％

と
全
国
、県
と
比
較
す
る
と
低

い
。人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
か

う
に
あ
た
り
、自
分
の
歯
で
し
っ

か
り
噛
め
る
こ
と
は
、認
知
症
予

防
、歯
周
病
や
糖
尿
病
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
習
慣
病
予
防
に
も

つ
な
が
る
。町
民
の
む
し
歯
予
防

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長

　

歯
科
保
健
事
業
の
中
で
、
学

習
会
、講
演
会
、広
報
を
通
し
て
、

口
腔
ケ
ア
と
、
健
康
に
つ
い
て

学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る

が
、
検
査
結
果
を
見
る
と
、
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
幅
広
い
年
齢
層
の
皆

さ
ん
に
若
い
世
代
か
ら
口
腔
ケ

ア
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

小
中
学
校
の
フ
ッ
化
物
洗

口
は
む
し
歯
予
防
に
有
効

吉
村

　

み
さ
さ
こ
ど
も
園
、賀
茂
保

育
園
で
行
わ
れ
て
い
る
フ
ッ
化

物
洗
口
の
習
慣
を
小
中
学
校
で

も
行
う
こ
と
で
、萌
出
期
に
お

け
る
む
し
歯
予
防
に
つ
な
が
る

と
思
う
。

教
育
長

　

小
中
学
校
で
は
歯
磨
き
指
導

が
十
分
な
さ
れ
、
む
し
歯
罹
患

率
が
低
い
。
令
和
４
年
度
現
在
、

フ
ッ
化
物
洗
口
を
、
行
っ
て
い

る
学
校
は
、
19
市
町
村
中
４
市

町
村
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
の

業
務
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る

真
っ
只
中
に
あ
り
、
そ
の
緊
急

性
、
重
要
性
を
高
く
認
識
し
て

い
な
い
と
考
え
る
。

　

本
町
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、

む
し
歯
と
歯
周
疾
患
の
予
防
習

慣
と
し
て
、
歯
磨
き
の
定
着
が

最
善
策
と
考
え
て
い
る
。
家
庭

へ
の
理
解
、
啓
発
、
医
療
関
係

者
と
の
連
携
に
重
点
を
置
き
、

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

吉
村

　

家
庭
に
お
け
る
歯
磨
き
指

導
は
重
要
だ
が
、家
庭
環
境
に

よ
っ
て
健
康
格
差
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、学
校
で
行

う
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、よ
り
む

し
歯
予
防
に
有
効
だ
と
思
う
。

教
育
長

　

家
庭
に
よ
る
差
は
大
き
い
と

思
う
の
で
、
家
庭
の
応
援
に
つ
い

て
ど
の
様
な
方
法
を
取
る
の
か

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

吉
村

　

フ
ッ
化
物
洗
口
を
６
年
以
上

実
施
し
た
市
町
村
で
は
、実
施
し

な
か
っ
た
市
町
村
と
比
べ
、10
歳

か
ら
14
歳
１
人
当
た
り
の
歯
科

医
療
費
が
、約
半
分
だ
っ
た
。子
ど

も
１
人
当
た
り
年
５
０
０
円
か
ら

６
０
０
円
の
負
担
な
の
で
経
済
的

効
果
が
期
待
で
き
る
。

健

康 答  むし歯罹患率が低いので実施する予定はない

問 �小中学校でもフッ化物洗口を

吉村美穂子 議員

フ
ッ
化
物
洗
口
と
は

フ
ッ
化
物
水
溶
液
を
用
い
て

ブ
ク
ブ
ク
す
る
こ
と
で
む
し

歯
を
予
防
す
る
方
法
。萌
出
直

後
の
歯
に
効
果
が
得
ら
れ
る
。フッ化物洗口（みささこども園）

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）４月　○12
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【議案に対する賛否】

議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議案名

森　
貴
美
子

小
椋　
泰
志

河
村　
明
浩

吉
村
美
穂
子

松
原　
成
利

松
原　
茂
隆

能
見　
貞
明

石
田　
恭
二

山
口　
　
博

藤
井　
克
孝

遠
藤
勝
太
郎

吉
田　
道
明

結　
果

（３月定例会）
町長提出議案名

１ 令和７年度三朝町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
２
～
８

令和７年度三朝町特別会計・事業会計予算（７件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

９ 三朝町個人情報の保護に関する法律施行条例等の一
部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

10 三朝町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11 三朝町職員の給与に関する条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12 三朝町職員等の旅費に関する条例等の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13 三朝町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師
の公務災害補償に関する条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14 三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15 三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16 三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17 三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18 工事請負契約の締結についての議決の一部変更につ
いて（加茂川河川災害復旧工事（５年災451号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19 工事請負契約の締結についての議決の一部変更につい
て（町道実光神倉線道路災害復旧工事（５年災462号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20
工事請負契約の締結についての議決の一部変更につ
いて（町道柿谷鉛山線道路災害復旧工事（５年災
469号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
22 令和６年度三朝町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
23
～
28

令和６年度三朝町特別会計・事業会計補正予算（６件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案名

議１ 三朝町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議２ 三朝町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。
※吉田道明議長を除く11名の賛否状況です。

【陳情】３月定例会の陳情に対する審査結果です。
件　名 提　出　者 審査結果 審査意見

議会の審議において、どの議員が、どの議
案に「賛成」「反対」「棄権」したかが分か
るような図をつくり、自治体のホームペー
ジで公開することに関する陳情

伊藤　豪 不採択 既に議会だよりやホームページで公開しており、適正に情報
提供ができている。

市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯
罪」等を減らす取り組みについての陳情 伊藤　豪 不採択

社会の状況や犯罪件数等の数値を調査し公表することは、小さ
な自治体では個人情報保護の観点からも難しい。また、その数
値を地域の良し悪しの判断基準にすることは適切ではない。

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める陳情書 鳥取県労働組合総連合 不採択

都市部と地方では経済状況等に大きな差があり、最低賃金の
引き上げは必要だが、最低賃金の全国一律制度化は現実的に
は不可能。

石破茂政権が、「パーティー券の購入も含め
た裏金作りの方法とその使途を明らかにする
こと」ならびに「パーティー券の購入も含め
た企業・団体献金を今度こそ禁止する法律を
作ること」を求める「意見書」提出の陳情書

三朝革新懇 趣旨採択 現在、国会で使途の明確化や法の整備等を含めて協議・検討
されているため、その経過を見守る時期と判断。

操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のた
めの対策を求める意見書について (陳情 ) 足羽　佑太 趣旨採択 飲酒運転の禁止は、法で定められ遵守すべき内容である。

それぞれの組織、企業等が徹底していくべき問題である。

国産食料の増産、食料自給率の向上、家
族農業支援強化を求める陳情 鳥取県農民運動連合会 趣旨採択

食料自給率の向上は必要。学校給食の無償化は、国で具体的
に検討が進められている。米は物価の変動に合わせた価格設
定の検討も必要。

○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
大
好
き
み
さ
さ
町
」



　

今
年
は
、
選
挙
イ
ヤ
ー
だ
。

7
月
に
参
議
院
選
挙
、
10
月
に

は
、
町
長
・
三
朝
町
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
早
い
も
の

で
、
議
員
生
活
も
4
年
目
に

入
っ
た
。
町
を
よ
り
良
く
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
耳
を

傾
け
る
、
議
員
の
仕
事
は
や
り

が
い
が
あ
る
。
近
年
、
全
国
の

町
村
議
会
で
、
議
員
の
な
り
手

不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
子
育

て
世
代
や
若
者
の
生
の
声
は
届

き
に
く
い
の
で
は
な
い
か
…
。

子
育
て
世
代
の
女
性
や
若
者
た

ち
が
、
地
域
づ
く
り
・
町
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、そ
の
中
か
ら「
我
」

と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
立
候
補
し

て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
だ
。

�

（
森　
貴
美
子　
記
）

　
発
行
責
任
者

　
　
議　
　
長　
吉
田　
道
明

　
編　
集

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
小
椋　
泰
志

　
　
副
委
員
長　
河
村　
明
浩

　
　
委　
　
員　
藤
井　
克
孝

　
　
委　
　
員　
吉
村
美
穂
子

　
　
委　
　
員　
森　
貴
美
子

～私の思い～

　私は、一人でも多くの人が学校生活を楽しいと思
えるような学校を目指して、生徒会長になりました。
三朝中学校にはいろんな人がいて、勉学に励む人や
部活動に力を入れる人、または友人との会話であっ
たり先生との会話を楽しみにしている人などがいま
す。しかし、なかには不満があったり、辛い思いをし
て楽しさを感じることができない人もいます。私は、
三朝中の生徒の一人でも多くの人が学校を楽しいと
思えるようにしたいと思っています。それは、私が２
年間三朝中で過ごしてきて楽しかったことも嫌だった
ことも、いろんな経験をしてきたからです。中学生に
なり、今までと全く違う環境下でさまざまな変化を乗
り越え今があります。この中学校生活を終えるときに
色々あったけど楽しかったと総括できるような学校生
活を送りたい、またそう思える学校にしていくために
自分の力を全力で使いたいと思っています。
　この目標を達成することは、私一人の力では到底
できないことだと思っています。そのため私は、同

じような目標を持って集った
執行部のメンバーと共に努力
していきたいと思っています。
そして執行部から生徒、そし
て先生方へと学校全体を巻き
込んで三朝中学校が一丸と
なって目標に向けて進んでいきたいと思います。そう
するために私は、生徒ひとりひとりの意見を執行部に
届けることのできるシステムを設け、自らの思いを生
徒会活動に反映させられるようにしようと思ってい
ます。決して自分勝手な生徒会活動にしないように、
様々な意見を取り入れながら活動していこうと思い
ます。
　三朝中学校生徒がこの１年間を楽しめる手助けを
執行部、そして生徒会会長として全力でしていきた
いと思っています。中学校生活の１年という大切な期
間を生徒全員が大切にできる、そんな学校を目指し
て頑張っていきます。

私の目指す生徒会

シリーズ 大好き みささ町

三朝中学校３年
相澤柚希

議会・委員会議会・委員会をを傍聴傍聴しませんかしませんか
　議会の審議はみなさんに公開しています。本会議、委員会等
での審議がどのように進められているのか、直接ご覧になって
みませんか。
　どなたでも傍聴できますので、お気軽に役場２階へお越しく
ださい。
※‌�常任委員会・全員協議会の傍聴には委員長・議長の許可が必
要です。詳しくは議会事務局（電話43-3511）にお問い合わ
せください。

６月定例会の日程予定（案）
会期　６月10日～６月18日

（９日間）
※‌�日程は変更になる場合があります。
※‌�近づきましたら、防災無線、町ホー

ムページでもお知らせします。

～町のホームページに、議会情報を掲載しています～
・町ホームページから 三朝町議会 のページをご覧ください。

　　　町ホームページアドレス　http://www.town.misasa.tottori.jp

・町議会のしくみや議会日程、議員紹介など、さまざまな情報を掲載しています。
・議会だよりのバックナンバーも閲覧することができます。

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）４月　○14


